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■HVバッ テ リ ー搭載位置、 サービ スプ ラグ

(4) ダイナ ・ ト ヨ エース (SJG-XKC ・ XKU系)
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＜注意 !＞
●作業は必ず絶縁手袋を着用して行って く ださい。
●サービスプラググ リ ップは、イグニッシ ョ ンキーOFFで リ レーが開いた上で、更に確実を

期すため機械的に電源を遮断するものであ り、 全ての作業に先立って行って く ださい。
●回路内にコ ンデンサーがあるため、サービスプラググ リ ッ プを抜いてから高電圧ケーブ

ルに触れるまで10分以上時間を と っ て く だ さ い。
●絶縁被覆のない高電圧端子に触れる と きには、テスターで電圧が0Vである こ と を確認し

て く ださい。

 1． サイ ドバンパバーを取りはずす。
(1) ボル ト 2本をはず し、 サイ ド バンパバーを取

り はずす。

 2． 補機バ ッ テ リ ーマ イ ナス タ ー ミ ナルを切 り 離
す。
(1) バ ッ テ リ ーカバーを取 り はずす。

(2) ナ ッ ト 2個をゆるめ、 補機バ ッ テ リ ーマ イナ
ス ター ミ ナルを切 り 離す。

 3． サービスプラググ リ ップを取りはずす。
(1) ボル ト 4本をはずし、 ハイブ リ ッ ド バッテ リ ー

サービ スプ ラグカバーを取 り はずす。
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(2) 絶縁手袋を着用し て、サービ スプ ラググ リ ッ
プを引き抜 く 。

(3) サービ スプ ラググ リ ッ プの取 り はず し部( ソ
ケ ッ ト 部)に、 絶縁テープを貼 り 絶縁する。
※取 り はず し たサービ スプ ラググ リ ッ プは、

作業中に他の作業者が誤っ て取 り 付け る
こ と がないよ う 、ポケ ッ ト に入れる等、 携
帯する。

 4． モータステータ ワ イヤASSYを切り離す。
(1) ク リ ッ プ4個をはず し、 バ ッ テ リ ーキャ リ ア

パネルRRを取 り はずす。

(2) ボル ト 4本をはず し、 イ ンバータ ター ミ ナル
カバーを取 り はずす。
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(3) 絶縁手袋を着用し て、 ボル ト 6本をはず し、
モータ ステータ ワ イヤASSYを切 り 離す。
(モータ ステータ ワ イヤ1本につきボル ト 2本)

(4) 取 り はず し たモータ ステータ ワ イヤASSYの
端子と バ ッ テ リ ー側の端子に、絶縁テープを
貼 り 絶縁する。

 5． ハイブ リ ッ ドバッ テ リ ーワ イヤおよびコ ンバー
タ ワイヤSUB-ASSY No.1コネク ターを切り離す。
(1) ク リ ッ プ2個をはず し、 バ ッ テ リ ーキャ リ ア

パネルFRを取 り はずす。

(2) コ ネ ク ター (2箇所)を切 り 離す。
(3) ロ ッ ク レ バーを倒 し、 コ ネ ク タ ーを切 り 離

す。
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 6． HVバッテ リーを取りはずす。
(1) 木片等を介し、フ ォーク リ フ ト 等を使用し て、

HVバッ テ リ ーのブ ラケ ッ ト 部を支持する。 
(こ の車両のHVバ ッ テ リ ー重量は約113kg)
※HV バ ッ テ リ ー冷却系統の破損によ り 、 冷

却水が漏れる恐れがあ る ため、 必ずブ ラ
ケ ッ ト 部を支持し て く だ さ い。

(2) ナ ッ ト 6個を取 り はずす。
(3) フ ォーク リ フ ト 等を使用し て、 HVバッテ リ ー

を引き出す。

＜注意 !＞
●HVバッ テ リーユニッ ト は、 床への落下等によ り破損の恐れがあるためご注意 く ださい。

7． HVバッテ リーユニッ ト 内部に水、異物等が入らないよ う に、送風口周辺 (コンピ ュータユ
ニッ ト 部)をビニールシー ト 、 ガムテープ等でカバーする。




